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い
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関
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３
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額
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資
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さ
れ
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踏
み
切
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国
民
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納
得
し
て
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な
い
ん
だ
と
思
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ま
す
。
民
間
で
あ
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ば
、
不
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事
が
起
き
た
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合
、
原
因
や
経
緯
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把
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し
て
責
任
の
所
在
を
問
う
の
が
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識
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す
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ら
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裏
金
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誰
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り
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何
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使
わ
れ
た
の
か
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こ
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明
ら
か
に

し
な
い
限
り
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治
へ
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払
拭
さ
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い
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し
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う
か
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政 治 資金 パーテ ィ ー裏 金問題 の 再発 防止等 を 求め る意見 書 

 政治資金パーティーに関する収入の一部が政治資金収支報告書に記載されていなかったことが判明し、政治

資金規正法違反として立件された事案や、いわゆる裏金疑惑が指摘されている事案が連日報道され、国民の間

に政治に対する不信感が広がっている。 

 政治資金規正法は、政治資金の収支の公開等により政治活動が国民の不断の監視と批判の下に行われるよう

にし、政治活動の公明と公正を確保することにより民主政治の健全な発達に寄与することを目的としている。

この法の趣旨から逸脱した政治資金の取扱いが指摘され、政治のあり方さえも問われている今回の事態は、地

方議会としても看過できず、誠に遺憾と言わざるを得ない。 

 まず、政治倫理審査会等により自浄作用の力を発揮し、全容の解明と政治に対する不信感の払しょくに取り

組まなければならないことは当然であるが、政治資金の取扱いの適正化による裏金問題の抜本的な再発防止策

も必要である。 

 よって、国におかれては、政治資金規正法の本旨に立ち返り、政治活動の自由との調和にも配慮しつつ政治

資金パーティーに係る収支の透明性を確保するため、政治資金や政策活動費の取扱いについて、基準の明確

化、収支報告書等への記載・公表の徹底その他必要な見直しを行い、今回のような事態の再発防止と政治に対

する国民の信頼回復に誠心誠意取り組むよう、強く求める。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和6年3月8日 

福岡県議会議長 香 原 勝 司 

 

衆 議 院 議 長  額 賀 福 志 郎 殿  

参 議 院 議 長  尾 辻 秀 久 殿  

内 閣 総 理 大 臣  岸 田 文 雄 殿  

総 務 大 臣 松 本 剛 明 殿  

内 閣 官 房 長 官  林  芳 正 殿  



令和6年4月9日に県民生活商工委員会が開催されました。以下の議題

について審議が行われました。 

 

令和6年4月9日（閉会中） 

1 調査事項資料 

・ グリーンアジア国際戦略総合特区の推進について 

 （商工部 商工政策課） 

２ 報告事項資料 

・ 福岡県障がい者スポーツ大会の開催について 

 （人づくり・県民生活部 スポーツ局 スポーツ振興課） 

・ パラスポーツタレント発掘・育成事業「フクオカ・パラスター・ 

  プロジェクト（F-STAR）」について 

 （人づくり・県民生活部 スポーツ局 スポーツ振興課） 

 

1. グリーンアジア国際戦略総合特区の推進について 

 本県では、北九州市、福岡市と共同で、平成23年に国から「グ

リーンアジア国際戦略総合特区」の指定を受け、環境を軸とした産

業の国際競争力の強化、環境配慮型製品の開発・生産拠点の形成に

向けた取組を進めています。 

 本特区では、国の税制・金融等の支援措置に加え、地域独自の支

援措置を講じ、企業の設備投資を後押ししています。また、特区の

指定区域は、順次追加してきており、当初の7市町から30市町まで広

がっています。 

 こうした取組により、製品の研究開発から生産まで一貫した拠点

化の進展や、グリーンイノベーション研究シーズの産業化が促進さ

れています。 

 これまでに、国の税制等の支援措置を活用して新たな設備投資を

行った企業は80社（このうち約5割が中小企業）、活用件数は103件

で、設備投資の総額は約4,360億円、約2,980人の新たな雇用が生ま

れ、地域経済に大きな活力を与えています。  

 

これまでの取組の成果として、 

①製品開発から生産まで一貫した拠点化が進展 

 ・ＥＶモーターズ・ジャパンが、商用ＥＶの最終組立工場や自動   

  運転の実証実験向けテストコース等の複合施設「ゼロエミッ 

  ション e-PARK」を整備中 

 ・ローム・アポロが、国内初の磁気を用いた電動車向け半導体   

  （絶縁ゲートドライバ IC）の生産体制を構築 

 ・安川電機が、基礎研究から量産試作までの一貫した研究開発拠 

  点「安川テクノロジーセンター」を整備 

  さらに、自ら状況を把握し、動作・姿勢を制御可能な次世代の 

  自立作業方式ロボットの量産工場を建設予定  

②グリーンイノベーション研究シーズの産業化を促進 

 ・昭栄化学工業が、世界一、色の純度が高く環境負荷の少ない量 

  子ドットの世界トップレベルの量産体制を構築 

 ・Kyulux が、レアメタルを使用せず、高効率、高発色、高純度を 

  実現する、次世代型有機ＥＬ材料の量産化に向けた機械設備を 

  整備  

 

 今後の取り組みとして、2050年カーボンニュートラル実現に資す

る半導体、ＥＶ、水素などグリーン成長産業の振興を強力に進め、

経済と環境の好循環を生み出し、本県の経済成長につなげるため、

本特区の一層の推進を図り、県内中小企業の設備投資に対する支援

に取り組んでまいります。  

県 民 生 活 商 工 常 任 委 員 会 
常任委員会は所管に属する県の事務に関する調査及び議案、請願等を審査するため設置

されています。また委員会の中から知事より県各種審議会の委員に委嘱されています。 

２．報告事項 

・福岡県障がい者スポーツ大会の開催について 

 第３回福岡県障がい者スポーツ大会の開催について 

１ 目 的 

障がいのある方が、スポーツに参加することを通じて、スポーツに

親しみ、喜び楽しむとともに、体力の維持・推進を図り、自立と社

会参加、県民の障がいのある方に対する理解促進に寄与し、もって

障がい者スポーツの普及・振興を目的とする。 

２ 主 催 

福岡県、福岡県教育委員会、（福）福岡県社会福祉協議会、 

（公財）福岡県身体障害者福祉協会、福岡県身体障害者施設協議

会、（福）福岡県聴覚障害者協会、（福）福岡県盲人協会、 

（公社）福岡県手をつなぐ育成会、福岡県知的障がい者福祉協会、 

福岡県特別支援学校長協会、（公社）福岡県精神保健福祉会連合

会、（一社）福岡県障がい者スポーツ協会 

３ 主 管 

（一財）福岡陸上競技協会、福岡県アーチェリー協会、福岡県卓球

協会、ふくおか障害者フライングディスク協会、福岡ボッチャ協会 

４ 事業概要 

（１）総合開会式 

日時：令和６年４月２９日（月・祝）１０時３０分～１１時００分 

会場：久留米総合スポーツセンター（メインアリーナ） 

   （久留米市東櫛原町１７０－１） 

（２）実施競技・開催期日及び会場 

（３）令和６年度参加者予定数 

○選手 １,０９７名開催日 競技 障害区分 会場 

陸上競技 知的 久留米総合スポーツセンター・陸上競技場 

卓球 身体・知的・精神 久留米総合スポーツセンター・メインア

リーナ 

アーチェリー 身体 クローバープラザ・アーチェリー場 

サウンドテーブルテニス 身体（視覚） クローバープラザ・サウン

ドテーブルテニス室他 

ボッチャ 身体 クローバープラザ・体育館 

陸上競技 身体 博多の森陸上競技場 

フライングディスク 身体・知的・精神 博多の森補助競技場 

ボウリング 知的 パピオボウル 

４月２９日（月・祝）５月１１日（土）５月１９日（日） 

 

・パラスポーツタレント発掘・育成事業「フクオカ・パラスター・

プロジェクト（F-STAR）」について 

１ 概 要 

（１）目 的 

パラスポーツに対する優れた素質や潜在的な能力を持つ者を発掘・

育成する仕組みを構築し、本県から世界で活躍できるパラアスリー

トを継続的に輩出する。 

育成プログラム期間は３年間。育成３年目終了時までに、育成対象

者から国際大会出場、または全国大会等での上位入賞者、強化指定

選手、強化指定候補選手のいずれかに該当する選手の輩出を目指

す。 

育成１年目 選手の可能性を広げる観点から、特定の競技を絞らず

に、障がい種別や競技の特性を踏まえ、部門ごとに練習会を実施 

育成２年目 競技種目を選択し、競技団体の活動拠点で練習し、専門

トレーニングを実施 

育成３年目 中央競技団体によるトレーニングや合宿等に参加 

（２）対象競技 

陸上、バドミントン、ボッチャ、ゴールボール、水泳、車いすバス

ケットボール、車いすテニス 

２ 主 催 

福岡県、一般社団法人福岡県障がい者スポーツ協会 

３ 令和５年度事業実績 

（１）測定会（１次選考）・競技相談 

・測定会 形態測定（身長、体重等）、体力測定（20ｍ走、ボール投 

 げ等） 

（※）水泳希望者には泳力測定（４泳法）を実施 

・競技相談 競技団体による競技内容、活動状況等の競技相談 

・参加者 74 名（肢体：21 名、視覚：5 名、知的：48 名）（最年

少：11 歳、最高齢：52 歳） 

 

【測定会（1次選考）・競技相談日程】 

地 区 日 程 場 所 参加者数 

北九州 6月25日（日） 北九州市立大学 体育館 7名 

南筑後 7月 8日（土） 筑後広域公園 体育館・プール(※) 5名 

福 岡  8月26日（土） クローバープラザ体育館・プール(※) 28名 

北筑後 9月30日（土） 久留米総合スポーツセンター 4名 

筑 豊 10月14日（土） サン・アビリティーズいいづか 24名 

京 築 11月23日（木･祝） 行橋市民体育館 6名 



 令和6年3月31日、今日は日田彦山線沿線地域振興として、添田町オーク

ホールで、AIR:アーティスト・イン・レジデンス事業が開催されました。服

部誠太郎知事や江口勝副知事、松本 國寛座長(日田彦山線復旧問題対策協議

会)、県総務企画振興委員会からは正副委員長をはじめ県からも参加され、

600座席は満杯でした。 

 感動と笑いの素晴らしい企画でした。悠久の歴史と伝統工芸、そして文化

の薫る町なんだと改めて実感します。開場前から列ができるほど、多くの方

にご来場いただき、コンサートは盛況のうちに終了しました。 

 

 

※令和2年に設立された福岡県日田彦山線沿線地域振興推進協議会において

「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」を策定しましたが、その一環とし

て、芸術による交流促進事業(AIR:アーティスト・イン・レジデンス)」が行

われています。「ワクワクした地域づくり」と「アットホームな受け入れ環

境づくり」による移住定住の促進を目的として、地域に一定期間滞在する

アーティストが地域住民との交流を通して芸術活動を行う取り組みです。令

和5年度は沿線地域に1か月程度滞在し、地域との交流を通して作曲活動を行

う作曲家を公募したところ、全国から48名の応募がありました。作曲家の宮

川彬良氏と演奏家の西本幸弘氏の助言のもと、地元関係者等で構成される選

考委員会で選考を行った結果、5名の作曲家を選定しました。 

 宮川彬良氏のプロデュース、 九州交響楽団の演奏で、5名が沿線地域の風

土、歴史、文化に触れ、そして地域住民の皆様との触れ合いのなかで感じ

取ったものを音楽として披露しました。 

福 岡 県 日 田 彦 山 線 沿 線 地 域 振 興 推 進 協 議 会 

飯塚駐屯地創立57周年・第2高射特科団創隊50周年記念行事  福 岡 県 神 道 政 治 議 員 連 盟 情 報 交 換 会  

令 和 ６ 年 度 福 岡 県 立 田 川 高 等 学 校 入 学 式 第 ６ １ 回 筑 豊 地 区 空 手 道 選 手 権 大 会 
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福岡県議会での主な所属 

自由民主党県議団                  

県民生活商工常任委員会 委員                

子育て支援・人財育成調査特別委員会 副委員長    

令和５年決算特別委員会 理事            

福岡県消費生活審議会 委員             

交通事故をなくす福岡県県民運動本部 委員 

福岡県タイ友好議員連盟                                

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議連            

福岡県日韓友好議員連盟 副会長              

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県台湾友好議員連盟 

福岡県防衛議員連盟                 

福岡県果樹振興議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟               

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟             

福岡県文化議員連盟 副会長                  

福岡県スポーツ議員連盟                       

九州・沖縄未来創造会議 

九州の自立を考える会 

日本会議福岡支部                       

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問             

田川広域観光協会 理事                       

北九州下関道路整備促進福岡県議会議連        

日田彦山線沿線地域振興推進協議会 委員           

福岡県地域公共交通事業振興議員連盟  

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業      

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業           

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社              

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）    

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役        

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役     

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） 初当選          

平成２７年 福岡県議選（田川郡区） ２期目当選     

平成３１年 福岡県議選（田川郡区） ３期目当選    

令和 ５年 福岡県議選（田川郡区） ４期目当選 

【興国寺本堂、興国寺山門及び袖塀】 
 

国の文化審議会は、令和6年3月15日に開催された同審議会文化財分科会の審

議・議決を経て、「興国寺本堂」「興国寺山門及び袖塀」を国登録有形文化

財（建造物）の登録することについて、文部科学大臣に答申する予定です。 

 

文化財の概要 

名称  興国寺本堂 

    興国寺山門及び袖塀 

住所  田川郡福智町上野１８９２ 

類型等 国登録有形文化財（建造物） 

概要  興国寺は福智山南西麓に位置する曹洞宗の寺院である。本堂は対象 

    8年（1919）の建築であり、地域の歴史的景観を構成する建物とし 

    て評価された。 

    山門及び袖塀は対象13年（1924）の建築で、精緻で斬新なつくりで 

    あり、造形の規範となっているものとして評価された。 

 

【全国青年農業者会議のおける農林水産大臣賞受賞】 
 

第62回全国青年農業者会議「意見発表の部」において、田川４Ｈクラブの髙

瀨寛人氏（添田町）が九州地区代表として出場し、農林水産大臣賞（最優秀

賞）を受賞されました。心からお祝い申し上げます。 

 

受賞者 田川４Ｈクラブ 髙瀨寛人（25歳）（添田町） 

    （プロフィール） 

     農業大学校卒業後、2年間県内花き農家で研修し、その後親元就 

     農。就農1年目から先代から経営継承を受けて、現在就農4年目。 

     トルコギキョウを主軸とした花き軽々（施設面積60a）。 

発表内容 

題名：我武者羅～二代目の挫折と挑戦～ 

（要旨） 

 就農1年目にして、花き農家二代目として経営継承を受けたが、その年、 

 病害の大発生により、経営上大きな失敗となり、挫折を経験。しかし、4H 

 クラブや先輩たちからの励ましで奮起し、“我武者羅”に対策を講じ、そ 

 の結果、就農2年目は過去最高の収益を達成。 

 必死に取り組むことで結果につながった経験を二代目経営者としての重要 

 な糧とし、一層の多品目経営に挑戦、地域の花づくりをけん引するモデル 

 農家となることを目指す。 

行事概要 

行事名：全国青年農業者会議（主催：全国農業青年クラブ連絡協議会） 

 ・20歳代の農業青年を中心に全国1万人以上の会員で組織 

 ・全国会議では「部門別プロジェクト発表」および「意見発表」が実施さ 

  れ、県大会、ブロック大会を経て選出されたものが出場する。 

「高取焼」を新たに県知事指定特産工芸品に指定 
 

 福岡県では、県内で製造される郷土色豊かで、一定の伝統性を有する民芸

品や工芸品を、県知事指定特産民工芸品として指定し、光をあてることで、

伝統産業の振興に取り組んでいます。 

 このたび、新たに「高取焼」（製造地：東峰村、福岡市。直方市、筑紫野

市、添田町）を令和6年3月26日付けで県知事指定特産工芸品に指定しまし

た。今回の指定により福岡県知事指定特産民工芸品は計36品目となります。 

 

１．高取焼（たかとりやき）とは 

 高取焼は黒田藩の御用窯として盛況をみせた遠州七窯の一つです。磁器で 

 ありながら薄さと軽さが持ち味で、精密な工程、華麗な釉薬、きめ細かく 

 繊細な生地が特徴です。 

 慶長7年（1602）に、直方市にある鷹取山の麓、永満寺宅間に開窯したこ 

 とに始まり、福岡県内の様々な土地を幾度も移窯・増窯してきました。そ 

 の変遷に伴った作風の違いも魅力です。 

 

２．県知事指定特産民工芸品の指定要件 

 ①主として日常生活の用に供されるものであること 

 ②最終完成品であること 

 ③製造過程の主要部分が手工業的であること 

 ④伝統的技術または技法によって製造されるものであること 

 （製造技術または技法が50年以上の歴史を有するもの等） 

 ⑤伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ、製造さ 

  れるものであること 

 ⑥福岡県内で製造されるものであること 

 ⑦経済産業大臣の指定を受けた伝統的工芸品でないこと 


